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はじめに

イランの正式国名はイランイスラム共和国である。この名称になったのは

1979年のイラン革命以後である。それまでのイランはパーラヴィー王朝第

2代目の国王による君主制であった。列強の圧力を受けて国外追放になった

父の後を若くして継承した国王は、イラン近代化のために様々な改革を行っ

た。それらの一連の改革は「白色革命」と称されるものであるが、代表的な

のは農地改革と女性に参政権を与えたことである。農地改革とは大地主の土

地を取り上げ民衆に分け与えるものであるが　イスラム世界では信者から寄

進された土地をモスクが大量に保有している。地方豪族だけでなくイスラム

関係者も大地主であった。それゆえ、農地改革はイスラムの抵抗にあった。

女性に参政権を与え、男女格差をなくそうという女性解放政策は、チャドー

ル1の着用を禁止した。これらの政策も反イスラム的であるとしてイスラム界

から強い抵抗をうけた。つまり、国王時代＝イラン革命以前のイラン社会は

国王の強い権力をもって脱イスラムを推進した時代であった。1973年の第

4次中東戦争に呼応しておきた第1次石油危機後の原油価格高騰により、イ

ランは石油収入を増大させて経済開発に取り組んだ。雇用が増え、女性の社

会参画も増えた。1971年から78年までイランに駐在していた筆者の目には

lチャドールとはイスラム女性が顔から身体を覆うために身につける衣類である。国や地域により

多くの種類がある。アフガニスタンでは顔前面まで隠すブルカが、イランでは顔の部分は覆わな

いチャドールが一般的である。
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イラン女性は非常に利発で活発で男性に負けずに主張することができ、どの

ような職場でも目についたものであった。

rIamidehSedghiは『WomenandP01iticsinIran：Veiling，Unveiling，

andReveiling』の中で　次のように述べている。「パーラヴィ一時代には

1970年代前半に急速な経済発展があったが、それとともに女性の労働力の

経済に占める度合いが大きくなった。アフリカやラテンアメリカに比較して

イランには独特のパターンがあった。それは雇用されている女性の殆どがサー

ビス部門に集中したことと、彼女たちのなかで20歳から29歳の既婚の女性

の比率が非常に高いことである。」70年代の経済発展には女性の中でも特に

既婚女性の参画が特徴として指摘している。

国王が強力に推進した経済開発、近代化は1970年代後半において、大き

な歪みを引き起こすことになった。農地改革に反対して追放されていたホメ

イニ師が帰国してイラン革命は成就した。そして、イランイスラム共和国が

誕生したo国名にイスラムを冠するということは、「ベラヤデフアギ「つま

りイスラム法による統治国家という意味になる。イスラム復興への道を歩き

始めたイラン革命から30年が経過する硯在、イラン女性の社会における地

位はどう変化したのだろうか。筆者はイランにおける女性の地位が社会・経

済の中でどのように変化してきたかを目下研究中である。本論はその中で

経済的な側面つまり労働市場における女性の地位と変化について分析するも

のである。今後、社会参画として教育、保健衛生などの部門での実態を取り

まとめたうえで研究を完結させるためのものである。皆様方から意見をいた

だければ幸いである。
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1，人口推移

イランではイラン暦21335年以来定期的にセンサスを実施している。最近

のセンサスは1385年に実施された結果、七千万人を超えた。1365年セン

サスまでは年成長率3．8％、3．1％、2．7％、3．9％と高い増加率で推移したが

1375年以後は1％台となり増加率が落ち着いてきた。その状況は図1の人口

ピラミッドを見ると明らかである。

中東諸国において7千万人規模の国は他にトルコがあるが、それ以外の国

の人口は数十万人からせいぜい3－4千万人である。イランは市場として、

同時に、経済発展を支える労働力・人的資源という観点から経済発展の可能

性を潜在的に有している。

1385年（2006／07）に実施されたセンサス結果から男女別・年齢層別の人

口ピラミッドを作成した（図1）。男女とも20－24歳の層がピークを形成

しており、次の15－19歳の層とともに男女とも400万人以上が集中している、

次に多い年齢層は25－29歳であり、男が366万人、女が356万人である。

表1人口の推移

年（イラン暦） 僖����ﾉ~��｢�人口（千人） 僖��ﾉ+yzh���8�｢�

1335センサス ��鉄h�經r�18，954 �8�C��

1345センサス ��田h�緜r�25，789 �8�C��

1355センサス ��都h�縱r�33．709 �(�Cr�

1365センサス ��塔h�繝r�49，445 �8�C��

1375センサス ��涛h�纉r�60，055 ���CR�

1385センサス �#��h���r�70．496 ���Cb�

出所：StatisticaICenteroflran

2イラン暦とは毎年3月21日を元日とし、翌年3月20日までを1年とする太陽暦である。イスラ

ムにとって歴史的なへジュラ（空運）の年622年を紀元としている。イスラム世界の多くは622

年を紀元とした太陰暦を採用しているがイランは独自の太陽暦を採用しているo　しかしながら、

断食や巡礼などイスラムの諸行事はすべて他のイスラム諸国と同様にイスラム麿に則っている。
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図1人ロピラミッド 
出所：StatrsticaiCenterofl 劔ran． 
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1979年の革命以後に生まれた29歳以下の人口が42，645千人となり総人口

の60・5％を占めるようになっている。このことは現在既に顕在化している雇

用と失業問題に関わる非常に重要な背景であり、社会不安を引き起こすリス

クが潜在している。

2．労働環境の実態

イラン中央銀行発行のASelectionofI．aborForceSurveyResult，

Autumn2008をみると、2008年の秋時点における労働環境の実態が分かる。

（1）EconomicallyActivePoptIlation（経済活動人口）

経済活動人口とは労働供給を行うすべての人口のことである。具体的にい

うと特定の調査対象期間中に就業または失業していた人の総数となる。調査

対象期間など国によって定義づけが若干異なる部分がある。イランの場合は

調査に先立つ定められた期間に、10歳以上で財やサービスの生産に携わった、

あるいは携わることのできる状態にあった（が、雇用されなかった者も含む）

すべての人の総数と定義されている。
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表2によると、イランの経済活動人口は10歳以上人口の36．9％、総数で

2，227万人である。うち男性が1，857万人、女性が370万人である。男性は

全体の60．9％であり、女性は全体のわずか12．3％にしかすぎない。男女別

の人数比は83％：17％となり、経済活動人口は圧倒的に男性が占めている。

女性の経済活動への参画の度合いが著しく低い。そのなかで失業状態にある

のが212万人（9．5％）、性別に見ると男性が155万人（8．3％）、女性57万

人（15．4％）となる。女性の失業者数は57万人と男性の約1／3であるが、

女性の経済活動人口が少なぐ　その中で15．4％が失業ということば　ここで

も女性の雇用が制約されていること表している。また年齢層では15－29歳の

部分では155万人が失業状態にあり、失業者全体のほぼ3／4であり、その年

齢層の19％という非常に高い状態にある。

雇用サイドからみると農業・製造業・サービス業の三部門での雇用比率は

19．9％、33．4％、46．7％である。男性は18．1％、34．5％、47．4％となり、女

表2　2008年秋（9月22日－12月20日）における労働力関連指標

Laborforceindicator 儺otaiCountry 磐�乏�Femaie 

Rate �3h�C��60．9 ��(�C2�

popuiationagedlO°rOVer 皮Vﾖ&W"�22，272．031 ����3SsH�C�湯�3．697，931 

Unempioyment°f popuIationagedlOorover �&�FR�9．5 嶋�C2�15．4 

Number �(�3�#��CCcB�1．549．985 鉄s��CCs��

Unempi°yment°f POPuiati°naged15－24 �&�FR�21．5 ����C"�31．6 

Number 涛ch�CsC"�702，142 �#cH�3c���

UnempIoymentof POPulationaged15－29 �&�FR�1910 ��h�CB�30．1 

Number 偖ﾃSS(�C3C2�1，080－631 鼎s��Cs���

Empioymentin agriCulturesector �&�FR�19．9 ����C��29．8 

Number 滴�3����3�32�3，078，962 涛3��C都��

Empioymentin manufacturingsector �&�FR�33．4 �3H�CR�27．0 

Number 塗�Cs#8�C鉄��5．879，459 塔CH�CC湯�

Empi°yment高 �&�FR�46．7 鼎x��B�43．2 

Number 祷�CC�x�3csR�8，065．692 ���33S��C塔2�

出所　イラン中央銀行，ASeIectiOnOfLaborForceSurveyResuIts，Autumn2008

（Septembcr22－December20）
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性は29．8％、27．0％、43．2％である。男性と女性の大きな違いは女性の農業

部門での雇用比率が高い点である。

というものの、男性に比べ全体を100％として男女別に部門別の就業比率を

図2に作成してみると、農業部門ですら女性の就業比率は男性の1／3程度に

すぎない。女性の経済活動参入の程度が非常に低いということが明らかであ

る。

（2）失業率

経済活動人口には失業者も含まれる。表2が示す2008年秋の失業率は全

体で9．5％、男女別では男性が8．3％、女性が15．4％であった。失業の実態

を男女別、都市・地方別に過去8年間で顧みたものが表3である。全体とし

ての失業率は1380年の14．2％から1387年には10．4％にまで下がった。男

女別にみても男性が13．2％から9．1％、女性は19．9％から22．4％へ上昇した

－128－



研究ノート：イラン経済における女性参加

表3　男女別・都市農村別失業立の推移（％）

イラン暦 ��ﾉ~��全休 �&ｩ�ｲ�女性 �78�9YB�地方 

1380 �#������"�14．2 ��8�C"�19．9 ��H�C��13．5 

1381 �#��(���2�12．8 ����C"�22．4 ��H�C2�10．9 

1382 �#��8���B�11．8 ����C��21．2 ��(�C��10．0 

1383 �#��H���R�10．3 祷�C��17．8 ��(�C2�6．8 

1384 �#��X���b�11．5 ����C��17．1 ��8�C��7．1 

1385 �#��h���r�11．3 ����C��16．2 ��8�CB�7．1 

1386 �#��x�����10．5 祷�C2�15．8 ��(�CR�6．6 

1387 �#��������10．4 祷�C��16．7 ��(�C��7．2 

出所　StatisticaiCenteroflran統計資料より作成

あと徐々に16．7％まで低下してきたが　依然として高い比率である。また、

都市と地方に分けてみた場合、1380年では14．8％と13・5％と大差はないが

1387年では12．0％と7．2％と非常に大きな差が生まれている。

では都市と地方の人口はどのように変化したのかという点についても検証

しておこう。イラン暦1375年と1385年のセンサスで比較すると1375年の

総人口約6000万人に対して都市人口約3700万人、地方人口約2300万人

であった。比率にすると61％対38％であった。非定住者とは遊牧民のよう

に定まった土地に住居を設けていない層である。都市と地方の比率が1385

年には69％対31％と、その差が拡大していることがわかる。十年間で総人

口は1．17倍に、都市では1．31倍に増加しているが、地方では人口減少となっ

ている。地方から都市への人口移動が進んでいるといえる。従って、都市部

よりも地方の失業率が低いということば　単純に地方の雇用条件が良いとい

うことではない。仕事を求めて都市部に移動する人の数も多く、都市部に出

表4　郡市・地方別人口

全 俛��都市 剪n方 剩� �.員｢�

世帯数 ��ﾈﾏｲ�世帯数 ��ﾈﾏｲ�世帯数 ��ﾈﾏｲ� ��

1375年 ��#3嶋�C#3R�60．055．488 度�C鼎��C�#R�36．817、789 滴�CC���C3s��23．026．293 �3��C鼎��211．406 

64．1％ 田��C8�2�35，6％ �3��C8�2�0．3％ ���3H�2�

1385年 ��x�CS���Css��70．495．782 ��(�CC�X�CSィ�48．259．964 店�C�sH�Cツb�22．131．101 �#��C3#��104．717 

70、9％ 田��CX�2�29．0％ �3��CH�2�0．1％ ������2�

出所　StatiStiCaICenter0日ran，
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ても仕事にありついていないというのが実態であろう。

（3）男女別職業分布

男性に比較して女性の就労機会が少なく、失業率が高いということが明ら

かになったが、職業別に男女差を考察してみよう。

表5　職業分類別男女雇用数（千人）1375年（1996／97）

全国 劔78�2��&饑ｲ�

全体 �&｢�女 �&｢�女 �&｢�女 

Legislators．seniorofflCiaisand managerS （議員・官吏・管理者） �3#R�283 鼎��254 �3��30 �2�

Pr°fessionaIs（専門職） ���C#c2�770 鼎釘�638 鼎Sb�131 �3��

Techniciansandasociatepr°fessionais （テクニッシャン、准専門職） 鼎Sr�385 都2�343 田��41 迭�

Cierks（クラーク） 田�B�510 ���B�442 涛��68 迭�

Serviceworkersandsh°pandmarket Saiesworkers（サービス職・販売員） ���3C���1．403 都��1．197 鉄��206 ����

SkilledagricuituraiandnsheryWOrkers （農林魚漁業熟練者） �8�3�C2�2．788 �#SR�416 ��r�2，335 �#3R�

Craftsandreiatedtradesworkers （職人・商人） �(�3鼎"�2．384 鉄S��1．838 ��s"�546 �3ィ�

Plantandmachine°PeratOreS． 　bIdd“ ���C3�2�1．289 ��R�932 ����357 �2�

assemersan　rIVerS（機械オペレー タ、組立工） 

Eiementary°CCuPations（単純作業労 働者） ���C�3��1．847 塔B�990 �3"�843 鼎��

Othersandn°tStated（その他、不明） 儘�#�2�1．149 田B�759 �3��389 �#B�

計 ��H�CSs"�12．806 儘ピcR�7，808 涛���4．945 都cb�

出所・SaInameyeAmariKeshva11377（統計年鑑1377年版）．StatIStlCaiCenteroflranより作成
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図3　職業分類別男女の比率

i。女国男i

車線作東劣後吉

機構オペレータ、紺立工

輸入　高人

教練魚種果無持古

サービス農　販売量

クラーク

テクニッシャン、進軍門検

事il農

機具官吏嘗理吉

SS　”　S ���� 

S � �� 

S ��� 劔 

（拐　　　　　　　　20㌦　　　　　　　　400　　　　　　　　6（購　　　　　　　　8（持　　　　　　　1（肌

出所表5から作成

表5は1375年センサスによる職業分類別の男女別雇用の実態である。こ

うしてみると、女性の比率の高いのは39％の専門職である。そのほかの職業

グループでの女性の比率はいずれも20％未満である。西側諸国ではサービス

職・販売員のグループは女性の比率が非常に高い分野であるが、この統計で

はわずか5％でしかない。女性が人前で男性を含む不特定多数の人々と接す

ることはイスラム世界では一般的でないということであろう。その点、専門

職というのは専門的知識を生かす職業分野である。例えば医師もそうである

が、女性患者を女性の医師が診るという点で雇用の場は開かれているのであ

ろう。

3．男女の雇用に関する先行研究の考察

革命以前のイランはシヤーの近代化政策の下で女性解放が進められたこと

は冒頭でも述べた。革命後のイスラム復古の社会でのイラン女性の地位を論

ずる文献も徐々に見られるようになった。それらの中に、Parvin Alizadeh

編著『TheEconomyofIran，ThedilemmasofanIslamicState』（I．B．Tauris

Publishers，LOndon／NewYork，2000）がある。その中の第8章でAlizadeh
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自身が「TheStateandtheS∝ialPositionofWomen：FemaleEmployment

inPost－Rev01utionaryIran」を論じている。彼は1956年から1996年間の

40年を76年までのFeminization Periodと、それ以後のDe－feminization

Periodの2期に区分している。つまり、76年まではFeminizationが推進

された時期、すなわち女性解放が進められた期間であり、それ以後は、それ

に逆行した期間という意味である。彼がそのように論じた根拠は雇用環境

である。次の表6は彼の研究を引用したものである。Feminization Period

の1956年、1966年、1976年における雇用に占める女性の比率は9．7％か

ら13・27％へ、さらに19．46％と増加している。このことにより、女性の社

会進出が急速に進展した時期とAlizadehは捉え、86年の8．94％、96年の

12・1％はそれまでのトレンドに逆行する時期De－feminization Periodである

とした。1986年の8．94％という値はその時点での30年前の9．7％よりも低く、

1996年の12．1％は86年に比して増加したというものの、その時点での30

年前の1966年の13．27％よりも低い。つまり、革命後の女性の雇用は30年

前に後退したといえる。

それでは先に表2で示した現状（2008年秋）との比較を試みるとどう

であろうか。Economic activitypopLllationから失業者を差し引いた被雇

用者の総数20，151，567に対して男性17，024，114、女性は3，127，453であ

表6a　男女別雇用比率（％）1956－1996年

i　女性I　男性i　計 

FeminizationPeriod 

1956年 祷�Cs��90．30 �����

1966年 ��8�C#r�87．73 �����

1976年 ����CCb�80．54 �����

De－feminizationPeriod 

1986年 嶋�C釘�91．06 �����

1996年 ��(�C���87．90 �����

出所　ParvInAIIZadeh．Theec°nOmyOftran，ThedIiemmasofanIsiam、CState

原典イラン統計センター、イラン予算計画庁ほか
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る。女性の比率は15．5％　となる。1996年の12．1％を上回っているものの、

1976年の19．46％には　まだまだ差がある。2008年秋だけの数値ではDe－

feminization期にあるといえそうであるが、もう少し長期で検証してみるこ

とにしよう。

表6b　男女別雇用比率（％）2005－2008年

イラン暦 ��ﾉ~��就労者数 �&ｩ�ｲ�女性 

1384年 �#��X�ﾃ�b�20．618．579 塔��C��2�19．2％ 

1385年 �#��h�ﾃ�r�20．841．420 塔��C��2�19．0％ 

1386年 �#��x�ﾃ���21，092，477 塔��Cx�2�18．3％ 

1387年 �#����ﾃ���20，500．310 塔8�CX�2�16．5％ 

出所StatISticaiCenterofIran

Alizadehの研究は単にイランの実態を観察するだけでなぐ　それをトルコ、

マレーシア、エジプト、パキスタンと比較している点で優れている。トルコ

とマレーシアはイランに比較的近い中所得国として、またエジプトとパキス

タンは低所得国のサンプルとして対象としている。その結果、経済活動人口

の分析において、イランは中所得国のトルコやマレーシアではなく、エジプ

トやパキスタンの低所得国に近いと分析しているのである。Alizadehはまた、

職業の種類別に就労男女の比率を比較している。それによると1956年は表

7の通りである。

表7　1956年の職業別男女比率（％）

男 傚r�

Professional 塔��Csr�19．23 

97．42 �(�CS��

Ciericai 涛X�CS��4．42 

Saies 涛��CS��1．50 

SeIVices 都h�C���23．92 

Agricuiturai 涛X�C#��4．79 

80．32 ����Cc��

99．57 ���CC2�

TotalEmDlovment 涛��C3��9．70 

T°taiEmDlovment（000 鉄33H�C3��573．30 

出所表6に同じ
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これによると、女性の比率が比較的高いのはProfessinalとProductionと

Servicesである。これら3つについて56年から96年までの推移をたどった

ものが表8である。1996年の分類ではSalesとServicesが合算されるよう

になったので、比較のためにSalesの項目も掲げた。

専門職（Professionals）は1956年の19％から10年後には26％となり、

76年、86年、96年は30％台前半に推移してきた。また、製造業（Prαユuction）

は20％から25％で推移したが、革命後の86年には6％、96年には11％と

低下している。一方、サービス業（Services）の女性比率は1956年の24％か

ら66年22％、76年16％、86年7％、そして96年には販売（Sales）を合わ

せても5％にまで低下してきた。この点については本論「はじめに」の部分

で引用したSedghiの主張と異なるのであるが、Alizadeh自身はこの傾向に

ついて何も言及していない。筆者は彼の資料を利用して図4を作成した。こ

の図から見える点を以下のように指摘することができるであろう。

①66年から76年にむけて農業部門の比率がピークになり、以後急激に減少

している点については　国王の農地改革による土地取得者の増加に関係があ

る。農地改革に伴い農業従事者は増えたが、水の分配が行なわれなかったた

めに土地を手放し農業を離脱する農民が増えたことに呼応している。

②製造業部門とサービス業部門の就業者数の比率は大きくない。そこで　70

年代前半の近代化のなかで女性の事務職の雇用が拡大し、シフトした。また、

製造業では拡大したが結果的には男性の比率が上昇した。また、革命後のイ

スラム復古の波の中で製造業やサービス業に就労する女性が減少した。とい

表8　ProfessionaJとServiceの女性比率の推移（％）

1956年 ��田iD��1976年 ��塔iD��1996年 

Professi°naIs ����C#2�25．71 �38�Cs��32．57 �3(�C���

Producti°∩ ����Cc��25．04 ����Csb�6．33 ����C���

Saies ���CS��1．10 ���CC��1．49 店�C���

SerVices �#8�C�"�21．98 ��X�Cs2�7．04 

出所表6資料から作成
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図4　職業分類別の女性比率（％） 

40 35 �� � ����

30 25 20 15 10 5 0 �� �� � ��ｳ��ﾈ�ﾈ���ﾉ�ｩnY�R��S�?ｨ�X�ﾈ�ﾈ�X�X�YX�ｨ耳耳ﾗ9�ﾙ�R�

※主1日 

一定≡－＿ 劔� ����X�X耳駟k��R��耳�X自V��ﾈ��儉ﾉHI�R��ﾈ,4ｸ�ﾈ5H�ｸ7(5鮎b�耳耳�ﾈ�ﾉE�iYInR�耳��ｹ�)YInR�

藷 �1日誠一　三三三i 

言語iヽ真　一詳言結i 
秦■種牛 劔剪�

‾　率 ����偬I�R� 

線÷青で÷予言で千丁∵ � 

1956年　1966年　1976年　1986年　1996年 

うものの、それを裏付けする資料が不足しているため、この部分については

今後の資料分析が必要と考えている。

4．ダンカン指数を用いた性別職務分離の実態

女性と男性の職種分布の不一致の程度を表す指標にダンカン指数がある。

ダンカン指数とは次のように示される指標である。3

S圭Fmil一利

ここで、mIt　はt時点における男性就業者全体に占めるI職種の男性就業

者の割合を、f証は［時限における女性就業者全体に占めるI職種女性就業者

の割合を示す。男性と女性の職種分布が完全に一致する場合、ダンカン指数

3この部分については、労働政策研究・研修機構の堀春彦「雇用環境の変化と女性労働の実態」か

らダンカン指数の説明部分を引用した。
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は0となり、職種分布が完全に分断している場合、ダンカン指数は100とな

る。ダンカン指数は　男性と女性の職種分布が一致するためには　男性ない

しは女性の何％が職種を変えればよいかという値を示す。以下に、理解を深

めるために具体的な例を示す。

（例1）男女の職種分布が完全に一致する場合

性／職種 ���X霻�B職種 �9�X霻�D職種 ��X顗ﾇb�

男性 ����2�30％ 鼎��2�20％ �����2�

女性 ����2�30％ 鼎��2�20％ �����2�

S＝1／2（11010回；0－30回4040HI20－20にl／2×0＝0

男女の職種分布が完全に一致しているので、ダンカン指数は0となる。

（例2）男女の職種分布が完全に分断している場合

性／職種 ����X霻�B職種 �9�X霻�D職種 ��X顗ﾇb�

男性 田��2�0％ 鼎��2�0％ �����2�

女性 ���2�30％ ���2�70％ �����2�

S＝1／2時00回0－30回400i＋博一701＝1／2×200＝100

男女の職種分布が完全に分断しているので、ダンカン指数は100となる。

（例3）男女の職種分布が完全に適度に分断している場合

性／職種 ���X霻�B職種 �9�X霻�D職種 ��X顗ﾇb�

男性 ��X�2�25％ �3X�2�25％ �����2�

女性 店�2�10％ 田��2�25％ �����2�

S＝1／2侶55i＋12510回3560回2525Fl／2×（10＋15＋25＋0）＝25

ダンカン指数は25となる。

それでは　イランのケースはどうであろうか。表9は表5の職業分類別男

女別就労者数を男女別に百分率で作成しなおしたものである。Aの行政職に

ついては男女とも2％であるが、Bの専門職については男性が7％、女性が

29％と女性内部におけるBの比率は非常に高いことが明らかになる。同様に

Gの職人の比率も高い。というものの、この数値はあくまでも女性内部での

比率が高い部門ということでしかない。ここからイランの1375年（1996／97
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表9　職業分類別男女就業者数

項目 剌A労者数（千人） 劔NIzh���2���｢�

職業分類 剪j 傚r�計 �&｢�女 俚r�

A 犯Vv�6ﾆ�F�'8�G6V譁�(�ｹWﾆ6���6�襷ﾖ���vW'2�283 鼎��325 �(�2�2％ ���

B ��&�W76柳���2�770 鼎釘�1．264 度�2�29％ �#"�

C 彦V6��6���6�襷�8�ｴ6��FW�&�W76柳���2�385 都2�457 �8�2�4％ ���

D �4妨&ｷ2�510 ���B�614 滴�2�6％ �"�

E �6W'd�6Ut�&ｶW'6�襾6��ｷ��襷ﾖ�&ｶWG6�ﾆW7v�&ｶW'2�1．403 都��1．480 ��(�2�5％ 途�

F �6ｶ末坊F�w&�7T宥W&���襷f�6�'H�ﾅt�&ｶW'2�2．788 �#SR�3．043 �#H�2�15％ 湯�

G �7&�gG6�襾&V��FVGG&�FW7v�&ｶW'2�2．384 鉄S��2．942 �#��2�33％ ��2�

H ��-也F�襷ﾖ�6�觀��W&�F�&W8�F�56Vﾖ&妨'6�襷G$�7%2�1．289 ��R�1．303 ����2�1％ ����

I 之ﾆVﾖV蹤�'柳67W��F��ｶ�2�1，847 塔B�1．931 ��h�2�5％ ����

以上計 ����CcS��1．702 ��8�C3S��100％ �����2�75 

年）時点でのダンカン指数は37．5となる。男女間の職種分布が完全に一致

するには女性の37．5％が他の職種に移らなければならない程度に分散してい

る。

次にAlizadehの資料を利用して、過去のダンカン指数も計算するために

作成したのが表10である。これにより、1956年から96年のダンカン指数

は図5の通りとなる。

図5　ダンカン指数　　　　出所：表10から作成 
60　　「　　～仙 

50÷ 

1　　　　　　　　2、6 

40　　　　　　　　　　　　　　　　　関　　　　　　　　3？、5 

301十・　　　　　　　　淡　　　　　路ぎー 

2〇・一・＼、～、、十・、′・・・・・・・・－／・、・・mmm一、日／一・・、十・・一一人～・人へ‾・“一m“、〝‾’′’“MmWへm““、、W…、、mmm‾‾‾’、へ、∴’－シー山Y〈‾、‾‾山地－ l i 

10 

0　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　‡ 

1956年　1966宰　1976年　1986阜　1996を　2008年 
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表10　男女別職種分布（1956－1996）

職種別男女比（％） 剞E種別男女数（千人） 剪j女別職種分布 

男 傚r�男 傚r�男 傚r�差 

Professiona ��80．77 ����C#2�595，6 ��CH�C��11％ �#X�2�14 

Administrat 蒜R�97．42 �(��S��718，3 �����2�13％ �8�2�10 

CiericaI �95．58 滴�CC"�704．8 �38�C��13％ 塗�2�7 

SaIes �98、50 ���CS��726．3 ���"�14％ �(�2�12 

Servjces �76．08 �#8�C�"�561．0 ��s��C��11％ �3��2�20 

Agricuiturai �95、21 滴�Cs��702，0 �3X�C��13％ 塗�2�7 

Production �80．32 ����Cc��592．2 ��Cx�CB�11％ �#h�2�15 

Misceilaneous �99．57 ���CC2�734．2 �8�C"�14％ ���2�13 

Totai帥pioyment �90．30 祷�Cs�� �� �� 

TotalEmployment（000） �5334．30 鉄s8��3��5334．3 鉄s8�C2�100％ �����2�98 

職種別男 傚yNH���8�｢�職種別男女数（千人） 剪j女別職種分布 

男 傚r�男 傚r�男 傚r�差 

Professionai 都H�ﾃ#��25，71 田#��CB�242．1 ����2�27％ ��b�

Administrative 涛h�CsB�3，26 塔���Cb�30．7 ��H�2�3％ ����

Clerical 涛8�����6．82 都��CB�64．2 ��>r�7％ 澱�

SaIes 涛��C���1．10 塔3x�C��10．4 ��y��1％ ��2�

ServICeS 都��C�"�21－98 田c��C��207．0 ����2�23％ ��"�

AgricuIturai 涛8�ﾃc��6．40 都�8�C��60．3 ��8�2�7％ 澱�

Production 都H�C澱�25．04 田3X���235、8 ����2�26％ ��R�

Misceilaneous 涛8�Cc��6．30 都�8�C��59．3 ��8�2�7％ 澱�

TotaiEmpioyment 塔h�Cs2�13、27 �� �� ��

TotaIEmpioyment（000） 鉄鉄��CC��909、90 鉄鉄��CB�909．9 �����2�100％ 塔R�

職種別男女比（％） 剞E種別男女数（千人） 剪j女別職種分布 

男 傚r�男 傚r�男 傚r�差 

Professiona ��66．22 �38�Cs��743．7 鉄#X��"�10％ �#��2�18 

Administrat 蒜R�96，66 �8�C3B�1085．6 鉄��C��14％ �8�2�11 

Ciericai �85．52 ��H�CC��960．5 �##X�C��13％ ��(�2�1 

Saies �98．60 ���CC��1107．4 �#��C��14％ ���2�13 

Services �84．27 ��X�Cs2�946．4 �#CH�Cb�12％ ��8�2�1 

Agricuitura ��77．19 �#(�3���866．9 �3SH�Cr�11％ ����2�8 

Production �80－24 �����sb�901．2 �3�x�C"�12％ ��x�2�5 

Misceiianeous �92．43 度��Sr�1038．1 ���x��r�14％ 塗�2�8 

TotaI的pIoyment �80．54 ����3Cb� �� �� 

TotalEmpioyment（000） �7649．70 ��イ���3��7649．7 ��イ��C2�100％ �����2�65 
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職種別男 傚yNH���8�｢�職種別男女数（千人） 剪j 傚y¥ｩ�X顥ZｩW｢�

男 傚r�男 傚r�男 傚r�差 

Professiona ��67，43 �3(�3Sr�936．0 鼎#H�Cb�9％ 鼎8�2�34 

Administrat 蒜R�96．55 �8�CCR�1340．3 鼎X�C��13％ 店�2�8 

CIerical �87．27 ��(�Cs2�1211，4 ��ch�C��12％ ��x�2�5 

Saies �98．51 ���CC��1367，5 ����CB�14％ �(�2�12 

Services �92．96 度�C�B�1290．4 涛��C��13％ 祷�2�4 

AgrlCuItura ��91．93 嶋�C�r�1276．1 ���X�C"�13％ ����2�2 

Production �93．67 塗��32�1300．3 塔(�ﾃR�13％ 嶋�2�5 

MisceiIaneous �95．97 滴�3�2�1332、2 鉄(�CR�13％ 店�2�8 

TotalEmpio 蘭ﾖV蹌�91．06 嶋��釘� �� �� 

TotaiEmpioyment（000） �10054，30 涛ベ�C���10054，3 涛ベ�C��100％ �����2�78 

職種則男 傚yNH���8�｢�職種別男女数（千人） 剪j女別職種分布 

男 傚r�男 傚r�男 傚r�差 

Professiona ��67、10 �3(�C���1415．9 田#8��r�11％ �3X�2�24 

AdlTlinistrat 蒜R�87．20 ��(�C���1840．0 �#C(�Cr�14％ ��H�2�0 

Ciericai �83．00 ��x�C���1751．4 �3#(�C2�14％ ����2�4 

SaIesandServices �94．90 店�C���2002．5 涛h�Cr�16％ 店�2�11 

Agricuitura ��9十10 嶋�C���1922．3 ��c��Cr�15％ ����2�5 

Production �89．00 ����C���1878．0 �#����R�15％ ��(�2�3 

Misceiianeous �94．70 店�C3��1998．3 �����CR�16％ 塗�2�10 

TotaI的pioyment �87．90 ��(�C��� �� �� 

TotaiEmpioyment（000） �12808．40 ��sc8�C���12808．4 ��sc8�C��100％ �����2�57 

出所　表6に同じ

5．結論

図5をみると、1956年から76年、つまり革命前までは国王の近代化政策

のなかで経済成長がすすみ、それに呼応して男女の職種別集中度が分散する

傾向にあったことが明確である。1979年の革命後、すなわちイスラム復興

が進展するなかでダンカン指数は上昇した。このことは女性の進出分野が限

定されるようになったことを意味する。1986年から96年に向けて指数が低

くなっている。この指数が下降している時期には1989年にラフサンジャニー

大統領が就任し1998年8月までの2期を勤めている。彼は現実派政治家と

評されたが、対米融和、女性の権利拡大、音楽や映画の規制緩和などに取り
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組んだ。そのような政策がこの指数に表れているといえるであろう。また、

その後の、改革・開放政策を期待されて大統領に就任したハタミ大統領は非

常に人気があったというものの、現実には保守派勢力の圧力を受けて、国民

の期待を裏切った結果になった。それを反映して、指数は現在に向けて上昇

してきている。現在のイランイスラム共和国における女性の社会参画の流れ

は完全にde－feninization期にあるということが検証できた。
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